












Scarron a fait 9 pièces de théâtre, dont 8 pièces viennent de la comédie espagnole (comedia española). La source 
de son sixième comédie Le Gardien de soi-même est El Alcaide de sí mismo de Calderón de la Barca. Cette 
pièce est représentée à l’Hôtel de Bourgogne en 1655. Mais, en même temps, une pièce qui a la même source 
est représentée au Théâtre Marais. Nous analyserons Le Gardien de soi-même et la dramaturgie de Scarron en 
comparant les deux autres.
序
　スカロンにとって 6作目の戯曲『自分自身の番人』Le Gardien de soi-même は、1655 年にオテル・
ド・ブルゴーニュ座で上演された。この戯曲は、これまでの作品同様、スペイン・コメディアを粉
本としている。原作は、1651 年に出版されたカルデロン Calderón de la Barca の『自分自身の番人』
El Alcaide de sí mismo であり、スカロンはスペイン語のタイトルをそのままフランス語にしている。
いわゆる 17 世紀中盤に流行した「スペイン物」のひとつである。興行的にも大変に好評だったよ
うで、その証拠として、ライヴァル劇団のマレー座は、同じ題材の作品をトマ・コルネイユ Thomas 
Corneille に『自分自身の牢番』Le Geôlier de soi-meme を書かせ、上演している。
　スカロンは生涯で９作の戯曲を残しているが、処女作の『ジョドレあるいは主人になった召使い』



































一読してわかるように、様々な筋が錯綜する筋立て喜劇 comédie d’intrigues であり、スペイン・コメディ





シチリアの王子　　　フレデリック Frédéric… アルカンドル Alcandre
ナポリの王女　　　　マルグリット Marguritte… イザベル Isabelle
恋敵の女性　　　　　エレーヌ Helene… コンスタンス Constance
その付き人　　　　　エンリケ Enrique… エレーヌ Hélène
　　　　　　　　　　リオネル Lionel





















が多い。例えば、前作『サラマンカの学生あるいは寛容な敵』L’Ecolier de Salamanque ou les Ennemis 
généreux の主人公２人を例に取ると、原作ではそれぞれドン・ペドロ Dom Pedro とカッサンドラ













う。事実、この『自分自身の番人』の後に書かれた『滑稽な侯爵』Le Marquis ridicule や『偽りの見た目』

























面のつなぎ liaison des scènes が斟酌されないために、次から次へと場面が変わってしまうことも少な



















































ハス・ソリーリャの Rojas Zorrilla の『義務づけられて恥かしめられるあるいはサラマンカの学生』






Les Généreux ennemis を書き上げ、先に上演してしまった。スカロンは後陣を拝することになってし




































































































































































































では、身分の高い人物に代わっていく。例えば、次作の『滑稽な侯爵』Le Marquis ridicule の主人公ドン・
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